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学位論文審査結果報告書 
 
 2018年 1月 4日 
 
大学院医学研究科長 様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
氏名：渡邊 俊介 
 
学位論文題名： Associations with eicosapentaenoic acid to arachidonic acid 
ratio and mortality in hospitalized heart failure patients. 
 
 
申請者らは、福島県立医科大学へ入院した心不全患者を Eicosapentaenoic 
acid/arachidonic acid (EPA/AA)の中央値で 2群に分け予後を調べた。low EPA/AA
（<0.32 mg/dL、n=291）は、high EPA/AA群（≥0.32 mg/dL、n=286）に比べて
心臓死が多かった、Cox比例ハザード解析で交絡因子を調整しても low EPA/AA
は予後予測因子であった（ハザード比 0.677、95%信頼区間 0.453-0.983、
p=0.041）。以上より、EPA/AA比は心不全患者における独立した予後予測因子で
あり、EPA/AA比の適切な管理が心不全患者の予後に寄与する可能性があること
を示唆した。 
 
研究の計画と実施は適切に行われており、結果と最終的な結論は妥当である。
本研究内容はすでに英文学術雑誌に受理されており、学位論文審査会での質疑
応答も適切であった。以上より本学学位論文としての条件を十分満たしている
と判定した。 
 
論文審査委員 主査  島袋 充生 
 副査  桃井 伸緒 
 副査  佐戸川 弘之 
